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平安時代 名前

問1 平安時代初期、最澄は唐に渡って仏教を学び、帰国後に比叡山に延暦寺を建立して新しい宗派を広めました。この宗派の名称として正しいもの
を、次のうちから選びなさい。 （2019年 三重県公立入試 類似）

1. 天台宗 2. 臨済宗 3. 真言宗 4. 浄土宗

問2 平安時代末期に「院政」という仕組みが成立した背景を説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. 武士が政治の主導権を完全に握っ
たため、朝廷の権威を象徴的なもの
に限定しようとした。

2. 藤原氏との血縁関係が強い天皇が
即位したため、摂政・関白の権限を
さらに強化する必要があった。

3. 律令制度を完全に復活させ、地方
の国司にすべての徴税権を委ねるこ
とで財政を安定させようとした。

4. 藤原氏を外戚（母方の親戚）に持
たない天皇が即位したことをきっか
けに、摂関家の影響力を抑えて自ら
政治を行おうとした。

問3 平安時代に行われた「院政」と「摂関政治」の違いについて述べた説明として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 栃木県公立入試 類似）

1. 院政は平氏や源氏などの武士が中
心となって行う政治であり、摂関政
治は公家が中心となって行う政治で
ある。

2. 院政は天皇が位を譲って上皇とな
った後に実権を握る政治であり、摂
関政治は藤原氏が摂政や関白として
政治を行う体制である。

3. 院政は聖武天皇が仏教の力で国を
治めようとした政治であり、摂関政
治は白河上皇が始めた新しい政治体
制である。

4. 院政は鎌倉に幕府を開いて行われ
た政治であり、摂関政治は京都の御
所を中心に行われた政治である。

問4 平安京への遷都から鎌倉幕府の成立に至るまでの約400年間の変遷について、政治体制の変化を説明した記述として最も適切なものはどれですか
。 （2017年 岐阜県公立入試 類似）

1. 聖徳太子の摂政就任により中央集
権国家の基礎が築かれたが、貴族の
勢力争いが激化したことで、天皇が
直接政治を行う親政が最後まで維持
された。

2. 地方の豪族を統制するために墾田
永年私財法を廃止したが、荘園の拡
大を止めることができず、最終的に
足利氏が幕府を開いて地方分権を進
めた。

3. 大陸との交易を完全に遮断するた
めに都を移したが、平氏による日宋
貿易の拡大をきっかけとして、再び
中国との朝貢貿易を中心とする国家
に戻った。

4. 天皇を中心とした律令政治の再建
を目指して始まったが、のちに藤原
氏による摂関政治や上皇による院政
が行われ、最終的に武士が実権を握
る体制へと移行した。

問5 8世紀から9世紀にかけて、日本は帆を張った大型の木造船を用いて、200年以上にわたり中国へ使節団を派遣していました。この船には最澄や
空海などの僧も乗り込み、最新の仏教や文化を日本に持ち帰りました。このような国際的な文化交流が行われていた時代に、国内では桓武天皇
の命を受け、征夷大将軍として東北地方の蝦夷（えみし）との戦いを進めた人物は誰ですか。 （2019年 愛知県公立入試 類似）

1. 坂上田村麻呂 2. 藤原頼通 3. 藤原道長 4. 卑弥呼

問6 池の対岸から望むと左右対称の翼廊を持つ優美な姿が確認でき、当時の浄土信仰を象徴する平等院鳳凰堂が建立された時期は、藤原氏による政
治が全盛期を迎えていました。その後、この藤原氏のような摂関家の影響力を排除するために白河天皇がとった行動として、適切な記述を選び
なさい。 （2024年 愛知県公立入試 類似）

1. 鎌倉に幕府を開き、武士の頂点に
立って全国を統治した。

2. 大宝律令を制定し、公地公民の原
則に基づいた中央集権体制を確立し
た。

3. 京都に六波羅探題を設置して、朝
廷の動きを厳しく監視した。

4. 天皇の位を譲り上皇となって、自
ら政治の決定権を行使し続けた。

問7 平安時代初期、最澄が唐で学び、比叡山に延暦寺を建てて広めた仏教の宗派として正しいものはどれですか。 （2024年 香川県公立入試 類似）

1. 天台宗 2. 浄土宗 3. 時宗 4. 真言宗

問8 11世紀半ば、社会の乱れとともに仏教の教えが衰える時代の到来を恐れる「末法思想」が広まり、阿弥陀如来を信じて死後に極楽浄土へ生まれ
変わることを願う信仰が盛んになりました。この信仰に基づき、当時の摂政・関白の権勢を背景として京都の宇治に建立された建築物として正
しいものはどれですか。 （2018年 岡山県公立入試 類似）

1. 足利義満が金閣を建立したことに
代表される、武家文化と公家文化が
融合した北山文化の建築

2. 聖武天皇が国家の平安を祈って全
国に建立を命じた、壮大な伽藍をも
つ国分寺

3. 極楽浄土の宮殿を模して造られ、
阿弥陀如来像が安置された平等院鳳
凰堂

4. 親鸞が念仏を唱えることで救われ
ると説き、各地に広まった浄土真宗
の本山寺院

問9 平氏の家系図において、平清盛の娘である徳子が高倉天皇の后となり、その間に安徳天皇が誕生している流れが示されている場合、この婚姻関
係が平氏の権力拡大に果たした役割として適切な説明はどれですか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 武力に頼らない平和的な政権交代
を実現するため、皇位継承権そのも
のを平氏一族に完全に移譲させる役
割。

2. 天皇との親戚関係を築くことで、
平氏が貴族社会において正当な政治
的権限を持つ立場であることを示す
役割。

3. 源氏などのライバル武士団を排除
するため、天皇から直接「追討の宣
旨」を出しやすくさせる軍事的な連
携の役割。

4. 全国の荘園から得られる収入を、
すべて平氏の私的な財産として没収
するための法的な根拠を与える役割
。

問10 平安時代末期、武士として初めて政治の実権を握った平清盛は、中国の宋（南宋）との貿易を盛んに行いました。この際、大型の貿易船が安全
に航行できるように整備した海域と、現在の神戸市に築かれた港の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2020年 山形県公立入試 類似）

1. 太平洋の航路を整え、品川湊を整
備した

2. 東シナ海の航路を整え、博多を整
備した

3. 日本海の航路を整え、十三湊を整
備した

4. 瀬戸内海の航路を整え、大輪田泊
を整備した

問11 平安時代後期、白河天皇は天皇の位を譲って上皇となった後も、それまで有力貴族が独占していた政治上の実権を自らの手に取り戻そうとしま
した。このように、上皇が摂政や関白の力を抑えて直接政治を行う体制を何といいますか。 （2024年 愛知県公立入試 類似）

1. 摂関政治 2. 律令政治 3. 武家政治 4. 院政

問12 701年に制定された、唐の法律にならって全国を治めるための仕組みを明確にした法典を何といいますか。この法典の完成により、二官八省の官
制や租・庸・調などの税制が整い、天皇を中心とした中央集権的な国家体制が確立されました。 （2024年 長崎県公立入試 類似）

1. 武家諸法度 2. 十七条の憲法 3. 御成敗式目 4. 大宝律令
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

天台宗
平安時代初期、桓武天皇の支持を受けた最澄は、比叡山（滋賀県・京都府の境）に延暦寺を建
て、天台宗を広めました。同時期に空海が伝えた真言宗とともに、当時の貴族の間に深く浸透
しました。

問2 答え 4
藤原氏を外戚（母方の親戚）に持たない天皇
が即位したことをきっかけに、摂関家の影響
力を抑えて自ら政治を行おうとした。

藤原氏が権力を握っていた摂関政治は、天皇の母方の親戚（外戚）として政治を補佐する形を
とっていました。しかし、藤原氏と血縁の薄い後三条天皇や白河天皇が登場したことで、藤原
氏の顔色を伺わずに政治を行う土壌が整い、退位後も上皇として実権を振るう院政へとつなが
りました。

問3 答え 2
院政は天皇が位を譲って上皇となった後に実
権を握る政治であり、摂関政治は藤原氏が摂
政や関白として政治を行う体制である。

摂関政治は、藤原氏が娘を天皇の妃にし、生まれた子を天皇に立てて、その母方の祖父（外戚
）として摂政や関白の地位に就き実権を握る仕組みでした。これに対し、院政は藤原氏と血縁
関係の薄い後三条天皇の後の白河上皇が、藤原氏の影響を排除するために自ら政治を主導した
仕組みを指します。

問4 答え 4
天皇を中心とした律令政治の再建を目指して
始まったが、のちに藤原氏による摂関政治や
上皇による院政が行われ、最終的に武士が実
権を握る体制へと移行した。

平安時代は、桓武天皇が奈良の仏教勢力の影響を離れ、律令政治を立て直そうとして平安京へ
遷都したことに始まります。しかし、時代が進むにつれて藤原氏が摂政・関白として権力を振
るう摂関政治や、退位した天皇が政治を行う院政が展開されました。その過程で軍事力を持つ
武士が台頭し、源氏が鎌倉幕府を樹立することで中世へと時代が変わりました。

問5 答え 1
坂上田村麻呂

当時の日本は遣唐使を派遣し、唐の進んだ制度や仏教文化を取り入れていました。最澄や空海
が渡海したこの時代は、国内での中央集権化も進められていた時期にあたります。桓武天皇は
国内の安定と勢力拡大を目指し、坂上田村麻呂を征夷大将軍に任命して東北地方へ派遣しまし
た。彼は軍事的な成功を収めるだけでなく、現地の支配を安定させるための拠点作りを担いま
した。

問6 答え 4
天皇の位を譲り上皇となって、自ら政治の決
定権を行使し続けた。

平等院鳳凰堂を建立した藤原頼通の時代には摂関政治がピークにありましたが、その後の白河
天皇は、自らが上皇となることで摂関家から政治の実権を奪い返しました。これを院政と呼び
、平安時代末期まで続く政治形態の転換点となりました。

問7 答え 1
天台宗

最澄は遣唐使とともに唐に渡り、帰国後に比叡山延暦寺を拠点として天台宗を広めました。同
時期に空海が伝えた真言宗とともに、当時の貴族社会に大きな影響を与えました。浄土宗は鎌
倉時代に法然が開いた宗派、時宗は一遍が開いた宗派であり、時代が異なります。

問8 答え 3
極楽浄土の宮殿を模して造られ、阿弥陀如来
像が安置された平等院鳳凰堂

平安時代後期、藤原氏の氏長者であった藤原頼通によって宇治に建立されたのが平等院鳳凰堂
です。当時流行した「浄土信仰（浄土教）」を背景に、現世に極楽浄土を再現しようとする意
図がありました。国分寺は奈良時代、親鸞は鎌倉時代、金閣は室町時代に関連する事象です。

問9 答え 2
天皇との親戚関係を築くことで、平氏が貴族
社会において正当な政治的権限を持つ立場で
あることを示す役割。

平清盛は、武力によって権力を得た一方で、娘を天皇の后にする「外戚政策」によって、伝統
的な貴族社会のルールに則った政治権力を手に入れようとしました。安徳天皇という自分に近
い血縁者を天皇に据えることで、摂政や関白に近い立ち位置で政治を動かすことが可能になり
、平氏の全盛期を築く大きな要因となりました。

問1
0

答え 4
瀬戸内海の航路を整え、大輪田泊を整備した

平清盛は、日宋貿易による経済的な利益を背景に平氏の権力を強化しようと考えました。その
ために、瀬戸内海の航路を整備して海賊の影響を排除し、現在の神戸市にあたる大輪田泊を大
規模に改修して貿易の拠点としました。

問1
1

答え 4
院政

白河天皇は1086年に幼い天皇に位を譲った後、自らは上皇として政治の実権を握りました。
これは、藤原氏が代々務めてきた摂政や関白といった官職の枠組みから離れることで、藤原氏
の影響力を弱め、皇室主導の政治を行うことが目的でした。

問1
2

答え 4
大宝律令

文武天皇の時代に完成したこの法典により、日本は法に基づく統治を行う「律令国家」として
の歩みを本格化させました。それまでの慣習的な統治から、文書による組織的な行政運営へと
移行した点が大きな転換点です。選択肢にある武家諸法度は、江戸時代に幕府が武士を統制す
るために出したものであり、この時代のものではありません。


